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３－１　東北地方とその周辺の地震活動（2006 年 11 月～ 2007 年 4 月）
　　　　Seismic Activity in and around Tohoku District (November 2006 - April 2007)

気象庁 仙台管区気象台

Sendai District Meteorological Observatory, JMA

今期間，東北地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 59 回，M5.0 以上は４回，Ｍ 6.0 以上は１回

発生した．このうち最大は，2007 年 2 月 17 日に十勝沖で発生した M6.2 の地震であった（本巻「北

海道地方とその周辺の地震活動（2006 年 11 月～ 2007 年 4 月）」の頁参照）．

2006 年 11 月～ 2007 年 4 月の M4.0 以上の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す．

主な地震活動は以下のとおりである．

（1）宮城県沖の地震活動（第 2 図）

　2005 年 8 月 16 日に発生した地震（Ｍ 7.2）の余震域およびその周辺における地震活動（M1.5 以

上）の状況は，1 月 17 日にＭ 4.3 の地震が発生した程度で，特段の変化は見られなかった．また，

Ｍ 3.0 以上の地震活動に関しては，揺らぎはあるものの，上がっていた活動レベルがほぼ通常レベ

ルに戻っている．

（2）その他の地震活動（第 3 ～ 7 図）

2006 年

月日　　　　震央地名　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　 最大震度

11月30日　　福島県会津地方　　　　　4.3　　　　  4　　　　　　3　　　（第 3 図）

2007 年

月日　　　　震央地名　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　 最大震度

 1月28日　　山形県沖　　　　　　　　4.3　　　　 23　　　　　　3　　　（第4図）

 3月 7日　　秋田県内陸北部　　　　　4.2　　　　 16　　　　　　4　　　（第5図）

 3月 9日　　日本海北部　　　　　　　6.2　　　　501　　　　　　2　　　（第6図）

 3月31日　　宮城県沖　　　　　　　　4.8　　　　 77　　　　　　3　　　（第7図）

 4月 5日　　仙台湾　　　　　　　　　4.5　　　　 12　　　　　　3　　　（第8図）

 4月10日　　宮城県沖　　　　　　　　4.1　　　　 74　　　　　　3　　　（第7図）

 4月10日　　宮城県沖　　　　　　　　4.0　　　　 74　　　　　　2　　　（第7図）

 4月12日　　仙台湾　　　　　　　　　4.5　　　　 12　　　　　　3　　　（第8図）
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第 1 図 (a)　東北地方とその周辺の地震活動（2006 年 11 月～ 2007 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig.1(a)　Seismic activity in and around Tohoku district (November 2006 - January 2007, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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第 1 図 (b)　つづき（2007 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig.1(b)　Continued (February - April 2007, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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領域ａ
領域ｂ 

は 2005年８月 16日の宮城県沖の地震（M7.2）。 

2007 年１月１日以降の地震活動を黒い○でプロットした。

１月

基準データ期間：
1997 年 10 月１日～2002 年 12 月 31 日 
 デクラスタ Δｒ：3km Δｔ：７日 

指数化

指数化単位：60 日間、プロット間隔：30 日

高

低

基準データ期間 

１月

 宮城県沖の地震活動 

震央分布図（2005年８月 16日 11時 46分以降、M≧1.5、深さ 100km以浅） 

領域ａ内の地震活動経過図、 
回数積算図 

領域ｂ内の地震活動経過図、
回数積算図 

震央分布図（左図）表示期間

震央分布図（左図）表示期間

上図領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 
（1997 年 10月以降、M3.0以上） 

 2005年８月 16日の宮城県沖の地震（M7.2）の余震域

およびその周辺における地震活動（M1.5 以上）に特段

の変化は見られない。 

地震活動レベル 

 M3.0 以上の地震活動に関しては、揺らぎは

あるものの、上がっていた活動レベルがほぼ通

常レベルに戻っている。 

第 2 図　宮城県沖の地震活動

Fig.2　Seismic activity off Miyagi prefecture.
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11月 30日 福島県会津の地震 
震央分布図（1997年 10月以降、M≧1.5）．
2006年 11月 30日以降を濃く表示． 

震央分布図（1923年８月以降、M≧4.0） 

1923年８月以降に、領域ｃで発生した

最大規模の地震は 1943年に発生した「田

島地震」（M6.2）となっている。（Ｂ） 

福島県 

2006 年 11月 30日 11時 59分に福島県会津の深さ 4kmで M4.3（最大震度３）の地震が発生した。

発震機構は北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型（圧力軸は鉛直方向）で、ほぼ同じ場所で、ほ

ぼ同じ発震機構をもつ地震（M3.3）が 2005年６月 26 日に発生しているものの、この付近では東西方

向に圧力軸を持つ型の地震が多く、珍しい。なお、余震活動は地震発生直後は比較的活発であったが、

次第に減衰している（12月 5日現在）。 

今回の地震は、西側隆起の逆断層と考えられている会津盆地西縁断層帯の西側で発生したものであ

るが、震源との位置関係や発震機構が正断層型であることから会津盆地西縁断層帯とは直接関係ない

活動と考えられる。（Ａ） 

Ａ

新潟県 

今回の地震 

Ｂ

栃木県 

領域ｃ内の地震活動経過図、
回数積算図 

領域ｂ内の地震活動経過図、
回数積算図 

田島地震

磐梯山

沼沢 

会津盆地東縁断層帯

会津盆地西縁断層帯 

今回の地震 

2006年 11月 30日以降（Mすべて）

 

領域ａ 

領域ｂ

領域ｃ

活断層のトレースは地震調査委員会による

第 3 図　11 月 30 日 福島県会津地方の地震

Fig.3　The earthquake in Aizu region, Fukushima prefecture on Nov. 30.
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１月 28日 山形県沖の地震 

震央分布図（1997年 10月以降、M≧1.5）
2007年１月以降を濃く表示 

震央分布図（1923年８月以降、M≧5.0） Ｂ 2007年１月 28日 06時 25分に山形県沖の深さ

23kmで M4.3（最大震度３）の地震が発生した。

発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断

層型であった。余震活動は１月 28日に M4.0（最

大震度１）の地震などが発生したが、１月末には

収まった。領域ａ内では、1999年２月 26日に M5.3

（最大震度３）の地震が発生している。（Ａ） 

 

日本海東縁の地震活動を見ると、北海道から佐

渡島付近にかけて南北方向に地震活動域の線状

配置がみられる。「昭和 58年（1983年）日本海中

部地震」の震源域の南隣には地震活動の低調な領

域ｂが、また、陸寄りにも地震活動の低調な領域

ｃがあり、今回の地震は、これらの領域に隣接す

る 1833年の庄内沖の地震の震源域内で発生した

ものである。（Ｂ） 

Ａ

今回の地震 

領域ａ 

Ｂ内の地震活動経過図、回数積算図

領域ａ内の地震活動経過図、 
回数積算図 

新潟地震 

昭和 58年(1983年)

日本海中部地震

平成５年(1993年)

北海道南西沖地震

2007年１月 28日以降（Mすべて）

領域ｂ

領域ｃ

1833年庄内沖の
地震の震源域 

 

今回の地震

第 4 図　1 月 28 日 山形県沖の地震

Fig.4　The earthquake off Yamagata prefecture on Jan. 28.
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３月７日 秋田県内陸北部の地震 

2007年３月７日 21時 59分に秋田県内陸北部の深さ 16kmで M4.2（最大震度４）の地震が発生した。

発震機構は、東西方向に圧力軸を持つ逆断層型でこの付近ではよく見られるタイプである。余震活動

は低調であった。 

1997年 10月以降の活動を見ると、この付近（領域ａ）では今回の地震以外に M2.0以上の地震は観

測されていない。（  ） 

震央分布図（1997年 10月以降、M≧2.0）．2007年２月以降を濃く表示 Ａ

領域ａ内の地震活動経過図、地震回数

積算図（Mすべて） 

領域ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

領域ｂ 

今回の地震

今回の地震 

 1923年８月以降の活動を見ると、領域ｂで

は M4.0を超える地震が９回観測されており、

最大規模は 1955 年に発生した二ツ井地震と

呼ばれる M5.9の地震である。（  ） 

震央分布図（1923年８月以降、M≧4.0） Ｂ

2007年３月７日以降 

地図上の赤いトレースは地震

調査委員会が評価した活断層 

Ａ

Ｂ

二ツ井地震 

第 5 図　3 月 7 日 秋田県内陸北部の地震

Fig.5　The earthquake in the northern inland part of Akita prefecture on Mar. 7.
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第 6 図　3 月 9 日 日本海北部の地震

Fig.6　The earthquake in the northern part of the Sea of Japan on Mar. 9.
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３月 31日、４月 10日 宮城県沖〔宮城県北部〕の地震 
 震央分布図（2003年１月以降、M≧1.5、深さ０～120km ） 

 2007年１月以降は濃く表示 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ｂ

 1923年８月以降の活動を見ると、領域ｃで

は 2003 年５月 26 日の地震以降、余震活動の

活発な状態が続いている。（Ｂ） 

今回の地震 

領域ｃ

震央分布図（1923年８月以降、M≧4.0、30～120km） 

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

今回の地震 

領域ｂ

領域ｃ内の地震活動経過図、回数積算図 

Ａ

2007年３月 31日 22時 32分に宮城

県沖〔宮城県北部〕の深さ 77kmで

M4.8（最大震度３）の地震が発生し

た。この地震は 2003年５月 26日の

宮城県沖の地震（M7.1、最大震度６

弱）の余震域の最下端で発生した。 

この地震の発震機構は、太平洋プ

レートが沈み込む方向に圧力軸を持

つ型で、太平洋プレート内部で発生

した地震である。（Ａ） 

なお、同余震域では、４月 10日 10

時 22分と 10時 23分にもそれぞれ、

M4.0（最大震度２）と M4.1（最大震

度３）の地震が発生した。 

今回の地震 

領域ａ 

Ａ

Ｂ

〔 〕内は気象庁が情報発表に用いた震央地域名

第 7 図　3 月 31 日，4 月 10 日 宮城県沖〔宮城県北部〕の地震

Fig.7　The earthquakes off Miyagi prefecture on Mar. 31 and Apr. 10.
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４月 5日、12日 仙台湾〔宮城県沖〕の地震 

領域ａ内の地震活動経過図 

今回の地震

領域ａ

震央分布図（1997年 10月以降、M≧0.8、深さ０～30km ） Ａ

Ｂ 震央分布図（1923 年８月以降、M≧4.0、0～60km） 

〔 〕内は気象庁が情報発表に用いた震央地域名

2003 年 7 月 26 日
12km  M6.4 

1925 年 7 月 29 日
50km  M4.4 2007 年 4 月 5 日 

12km  M4.5 

陸域の断層は新編日本の活断層を、 
海域の断層は海上保安庁による調査結果（海保ＨＰ）を重ね合わせた。 

 2007 年４月５日 20 時 39 分と 12 日

20時 50分に、共に、仙台湾の深さ 12km

で M4.5の地震（最大震度３）の地震が

発生した。発震機構は、それぞれ東北

東－西南西方向と東南東－西北西方向

に圧力軸を持つ逆断層型であった。こ

の海域では海上保安庁による活断層調

査で、第四紀に活動した形跡がある断

層が知られており、今回の地震はその

断層の近傍で発生した。（Ａ） 

1960 年 12 月 24 日 
16km  M4.3 

2002 年 8 月 24 日
15km  M4.0 

2007 年 4 月 12 日 
12km  M4.5 

1943 年 9 月 7 日
60km  M4.4 

領域ｂ 

 仙台湾付近で M4.0以上の浅い地震が発

生することは珍しく、1923 年 8 月以降で

は、今回を含め、６回しか観測されてい

ない。（Ｂ） 

領域ｂ内の地震活動経過図

旭山撓曲

第 8 図　4 月 5 日 ,12 日 仙台湾〔宮城県沖〕の地震

Fig.8　The earthquakes in Sendai Bay on Apr. 5 and 12.
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